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Ⅰ．はじめに
現在，国内の主要病院では年報の発行がごく普通に行
われている．これは，元はと言えば，日本医療機能評価
機構等の第３者機関の要請に端を発していると考えられ
るが，年報自体が自院の状況について病院勤務者が客観
的に判断できる好材料となっているからに他ならない．
これにならって，最近では，大規模な診療所の年報を目
にすることも，珍しくなくなってきた．
翻って，当院のような小規模診療所においては，年報
を作る必要性は必ずしもなかったが，今年で開院後７年
が経ち，８年目に入ったことを考えると，年報の作製に
よってこれまでの活動を総括することが，今後の診療所
の運営を展望するうえでもそれなりの意義があるものと
考え，ここに，７年間の年報を報告したい．
Ⅱ．沿　　革
当院は，本学の設置が文部科学省に申請された際に，
教育課程の一部として鍼灸学科および柔道整復学科学生
の診療所実習が含まれ，それが認められたことが端緒と
なっている．その際，診療所は大学内に設置されること
とされ，そのことが当院を誕生させる所以となった．本
学は平成21年４月に開学したが，診療所実習は鍼灸学科
３年生と柔道整復学科４年生に行われるため，学年進行
に合わせて，当院は開設年月日を平成23年６月１日とし
て江東区保健所に届け出で，平成23年８月22日（月）に開
院式を行い，事実上診療を開始した．
Ⅲ．診療体制
診療時間は，開院当初は，月曜日から金曜日の午前９
時から午前12時までであったが，その後，火曜日，水曜 
日，金曜日の午後も診療を開始し，午後１時30分から午
後４時30分まで診療を行っている．
標榜科は，内科，外科，整形外科であり，担当医はす
べて本学教員である．
内科は，林（看護学科）が月曜日，水曜日午前午後，
木曜日，田中滋城教授（鍼灸学科）が火曜日，金曜日午
前午後を担当し，さらに，平成26年４月より，川嶋　朗
教授（鍼灸学科）が火曜日午後を担当している．
外科は，鈴木秀一教授（柔道整復学科）が火曜日午前
に診療にあたっている．
整形外科は，開院より平成27年３月まで柚木　脩教授
（柔道整復学科）が担当したが，平成28年４月より高橋
雅足教授（柔道整復学科）が水曜日午後を，平成29年４
月より福林　徹教授（柔道整復学科）が水曜日午前を担
当している．
現在の診療担当表を表１に示す．
看護師は，開院当初より常勤者１名（但し，保健管理
センターと兼務）の他，適宜，非常勤者を雇用してきた．
医療事務，受付業務を担当する非常勤者を開院当初は雇
用してきたが，現在は，看護師が兼務している．診療所
事務は，大学総務部が所管している．
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表１　診療担当表
月 火 水 木 金
午　前
９：00～12：00
内　科
林　　　洋
内　科
田中　滋城
内　科
林　　　洋
内　科
林　　　洋
内　科
田中　滋城
外　科
鈴木　秀一
整形外科
福林　　徹
午　後
13：30～16：30
内　科
川嶋　　朗
内　科
林　　　洋
内　科
田中　滋城
整形外科
高橋　雅足
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Ⅳ．教育活動
１．鍼灸学科
３年生の診療所実習が通年で，火曜日午前と水曜日午
前に行われている．学生４名が１グループとなり，毎週
火曜日と水曜日，１限及び２限に相当する時間に，各週
２グループが実習を行なう．火曜日は，内科（田中教授）
および外科（鈴木教授），水曜日は内科（林）および整形
外科（福林教授）で，実習を行う．実習内容は，許諾が
得られた患者の診療の見学およびクルズス（講義）であ
る．各グループは，前期に２週，後期に２週，実習を行
い，授業回数としては，計16回になる．
２．柔道整復学科
４年生の診療所実習が，後期，木曜日内科（担当，林）
および金曜日内科（担当，田中教授）の１限に相当する
時間に行われている．学生４名が１グループとなり，各
グループは木曜日もしくは金曜日のどちらかに参加し，
診療の見学およびクルズスを受ける．
さらに，平成30年４月から，４年生の臨床実習が水曜
日午後整形外科（担当，高橋教授）で行われている．１
グループ数名の学生が毎週水曜日午後，整形外科の診療
の見学およびクルズスを受ける．
Ⅴ．診療活動
当院は，保険医療機関（国保，社保），生活保護法指定
医療機関，労災保険指定医療機関であり，東京都各種公
費負担医療機関，結核指定医療機関，被爆者一般疾病医
療取扱医療機関である．
開院は平成23年８月であるが，平成24年１月以降の各
月の外来患者数と年度毎の集計数を表２に示す．絶対数
は必ずしも多くないが，年々外来患者数は増加している．
平成27年度に患者数の増加が鈍化した理由は，この年１
年間，整形外科が休診したためと思われる．開院以来の
延べ新患数は，3466人（平成30年６月30日現在）である．
月別患者数では，３月，６月，10月，11月，12月が比
較的多くなっている．季節的な受診のし易さと感冒等の
流行が影響していると考えられる．
Ⅵ．公衆衛生活動
１．予防接種
予防接種の対象者は，本学学生，本学教職員，区民等
一般者である．学生，教職員では，学外医療機関におけ
る実習に際して，当該施設より求められる各種感染症に
対する予防接種を行うとともに，毎年インフルエンザに
対する予防接種も実施している．また，平成28年度から
は，モンゴル国立医療科学大学に出張する教員に対して
も必要な予防接種を行っている．
一般では，麻疹，風疹，肺炎球菌，インフルエンザ等
について，希望に応じて実施している．
各種予防接種の実施数を年度毎に集計したものを表３
に示す．麻疹およびインフルエンザ予防接種者数のここ
数年の減少は，全国的な薬剤供給量の減少を受けた結果
であり，必ずしも，接種希望者の減少を意味するもので
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表３　予防接種者数
表２　外来患者数
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 総数
平成23年度 26 43 46 115
平成24年度 117 79 87 62 42 39 161 193 123 80 61 64 1108
平成25年度 174 178 78 76 56 50 185 346 93 104 76 80 1496
平成26年度 204 176 118 129 71 82 301 332 227 134 151 143 2068
平成27年度 151 169 147 148 104 136 294 314 158 124 155 185 2085
平成28年度 151 186 163 167 130 136 326 404 209 117 171 205 2365
平成29年度 160 190 234 178 164 173 253 291 238 193 195 219 2488
麻疹 風疹 ムンプス 水痘 ＭＲ Ｂ型肝炎 肺炎球菌 Ａ型肝炎 狂犬病 破傷風
インフル
エンザ
学内
インフル
エンザ
学外
総数
平成25年度 6 1 9 3 3 46 1 261 159 489
平成26年度 107 26 54 18 28 103 21 234 206 797
平成27年度 40 33 79 5 16 39 19 195 199 625
平成28年度 7 4 71 10 10 140 18 8 4 7 216 213 708
平成29年度 2 0 44 11 16 115 25 4 8 3 117 110 455
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はない．
２．健康診断，がん検診
健康診断は，江東区の委託を受けた区民に対する検
（健）診とそれ以外に分けられる．それ以外では，近隣
の事業所の委託による企業検診，本学学生の就職試験時
における健康診断，定期健康診断を受診できなかった学
内者の検診などがある．表４に健康診断受診者数の変遷
を江東区健診とそれ以外に分けて示す．
がん検診は，江東区の委託を受けて実施しているもの
表４　健康診断受診者数
区健診 健診 総数
平成25年度 57 17 74
平成26年度 96 67 163
平成27年度 115 86 201
平成28年度 116 103 219
平成29年度 102 88 190
表５　がん検診受診者数
大腸がん 前立腺がん 胃がん 総数
平成25年度 60 2 62
平成26年度 86 5 91
平成27年度 106 6 112
平成28年度 101 2 103
平成29年度 103 4 31 138
で，これまで大腸がんと前立腺がんについて行ってきた
が，平成29年度からは新たに胃がん（ABC検診）が始まっ
た．表５に各がん検診の年度毎の受診者数を示す．
Ⅶ．医療連携
開院当初より，江東区医師会に加入し，医師会活動に
参加している．
病診連携として，東京都立墨東病院，昭和大学江東豊
洲病院，順天堂大学医学部付属順天堂江東高齢者医療セン
ター，がん研究会有明病院，財団法人東洋医学研究所附
属クリニックと協定を結び，医療連携活動を行っている．
Ⅷ．おわりに
学生の教育を目的として開設された当院であるが，そ
のためには，受診患者数も含めて，質，量ともに充実し
た診療実績を積み上げていく必要が有る．従って，今後
とも尚一層の努力が必要と考えられるが，一方で，医師，
看護師，職員のすべてが大学との兼務という現状では，
種々の工夫が必要であるだけではなく，学内からの様々
な支援も期待するところである．
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